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ビジネスに生かす中国古典の言葉（第6回）

部下が主体的に動く！存在感のないリーダーが理想
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 「太上（たいじょう）は下（しも）これあるを知るのみ。その次は親しみてこれを誉（ほ）む。その次はこれを畏（おそ）る。その
下はこれを侮（あなど）る」（『老子』） 

今回は経営者のあり方について考えてみます。中国古典で『老子』と『荘子』などを総称して「老荘思想」と呼んでいます。
老荘思想というと、白いあごひげを生やした老人が俗世間を離れ、大自然の中で悠然として生きるといったイメージをお持
ちの方も多いと思います。

しかし、実は現代ビジネスに役立つエッセンスが満載なのです。実際、米国の経営者の間ではリーダーシップの教本として
読まれています。例えば、『老子』には、こんな理想のリーダー（君主＝指導者、経営者）像が示されています。 

 「太上（たいじょう）は下（しも）これあるを知るのみ。その次は親しみてこれを誉（ほ）む。その次はこれを畏（おそ）る。その
下はこれを侮（あなど）る」 

（訳）最も理想的な君主は、人民はただ君主がいるということを知っているだけである。次によい君主は人民から親しまれ褒
められる君主で、次は人民から恐れられる君主。最低なのは人民から侮られる君主だ。 

なんと老子は、ただいることを知っているだけで、普段は存在すら意識されない、いわば空気のようなリーダーが最も理想的
だと言うのです。

リーダーシップということばがあるように、リーダーたるもの、先頭に立って部下を鼓舞しながら率いていかねばならない。あ
るいは進んでいく方向を指し示して導くべきだ。こんなふうに考えていませんか。でも老子が語る理想的なリーダー像は、そ
んな姿とはかけ離れています。

こうしたリーダーを理想とするのは、老子は「無為自然」という考え方を大切にしているからです。「無為自然」とは「なんら作
為をせず、あるがままの状態」です。注意が必要なのは、この「無為」は「なにもしないこと」ではなく「なんら作為（＝わざとら
しいこと）をしない」ことだということです。

まだふに落ちない方がいるかもしれませんね。企業経営で考えてみましょう。例えば、起業したばかりの頃は業務のほとん
どを経営者（リーダー）がやる場合がよくあります。社員が少ないうえ、一番業務に精通しているのは経営者だというケースも
多いからです。でも、なんでも経営者がやっていると、ある程度の規模までしか企業は大きくなりません。徐々に社員に業務
を任せていくことが必要になります。そう、権限委譲が必要です。

リーダーがいなくても部下が自律的に動く組織に… 続きを読む
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